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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。これによって，JIS C 5750-1:2010 及び JIS C 5750-2:2010 は廃止さ

れ，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 C 60300-1：2025 
 (IEC 60300-1：2024) 

総合信頼性マネジメント－ 

第 1 部：総合信頼性のマネジメント 

Dependability management-Part 1: Managing dependability 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 4 版として発行された IEC 60300-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

総合信頼性は，要求されたときに，その要求どおりに遂行するための能力である。総合信頼性の高いア

イテムとは，それが要求どおりに動作し，合意された利害関係者のニーズ及び期待を満たすことの正当化

された確信があるアイテムである。総合信頼性には多くの属性があるが，通常，信頼性，保全性 1)及び支

援性，並びにそれらから得られるアベイラビリティの 4 属性の観点から特徴付けられる。場合によっては，

レジリエンス，回復性，耐久性，インテグリティ，安全性，セキュリティ，トラストワージネス 2)などの

属性を総合信頼性に含めたり，総合信頼性と重なりをもつものとしたりすることもある。 

注 1) “保全性”は，“maintainability”の訳だが，電子情報通信技術，特にソフトウェア分野では“保守

性”ともいう。JIS Z 8115:2019 の 192-06-01 では，“保全”及び“保守”を“maintenance”に対応

する同義の用語と規定している。 

注 2) JIS X 22989:2023（情報技術－人工知能－人工知能の概念及び用語）では，トラストワージネスを

“検証可能な方法でステークホルダーの期待を満たす能力”と定義している。 

総合信頼性属性の指定及び検証は，要求事項が将来にわたって満たされ，品質が経時的に維持されるこ

とのアシュアランス 3)を利害関係者に提供する。システム，製品又はサービスの総合信頼性は，その設計・

取得・利用に関連する事業方針及びライフサイクルにわたってのコストに影響を及ぼす。組織のシステム，

製品及びサービスの総合信頼性は，組織の価値及びトラストワージネスの認識のされ方に強く影響する。 

注 3) この規格では，“アシュアランス”を“主張が達成されたこと又はこれから達成されることの，正

当化された確信の根拠”と定義しているため，“保証”及び“品質保証”とは区別する必要がある。 

総合信頼性は，組織のより広範なマネジメントシステムの主要な要素として，特に，アセット，品質及

び財務の側面に関わるものとして，マネジメントの対象となる。 

この規格は，総合信頼性のマネジメントの重要性及び便益を明らかにする。また，総合信頼性活動に関

する指針並びにそれらの活動を既存のマネジメントシステム及びライフサイクルプロセスに統合する指針

を与え，効率的，効果的かつ経済的な手法を得られるようにする。 

総合信頼性活動は，いつ実施しても有益であるが，特にライフサイクルのより早期から実施すると，よ

り大きな便益が達成される。 


